
      令和８年度市中総体ソフトテニス競技 要項  

 

１ 日     程  ２０２６年 

 ６月１３日（土） ８：００～ 各ブロックの役員打ち合せ  ８：１５～  顧問会議及び団体戦受付け 

             ８：３０～ 開会式          ９：００～  団体戦開始（決勝，代表決定戦まで） 

  ６月１４日（日） ８：００～ 各ブロックの役員打ち合せ  ８：１５～  顧問会議及び個人戦受付け 

               ８：３０～ 開始式          ９：００～  個人戦開始 

 （ベスト１６決定までとする。状況に応じて各ブロックの責任者が役員と相談の上判断することができる。） 

 ６月１５日（月） ８：１５～  顧問会議及び個人戦受付け   ９：００～  個人戦開始 

             競技終了後  閉会式   （決勝，代表決定戦まで） 

 

２ 会  場 

会場 泉会場 七北田会場 川内会場 宮城会場 

月  日 男Ａ・Ｃブロック 

女Ａ・Ｄブロック 

男 Ｅ ブロック 

女 Ｂ ブロック 

男 Ｄ ブロック 

女 Ｅ ブロック 

男 Ｂ ブロック 

女 Ｃ ブロック 

６月１３日（土） 泉１８面 七北田８面 川内１０面 宮城 １０面 

６月１４日（日） 泉１８面 七北田８面 川内１０面 宮城 １０面 

６月１５日（月） 泉１８面 七北田８面 川内１０面 宮城 １０面 

・ 会場は，４月の専門部総会後に決定します。 

・ 各ブロックの学校・クラブチーム一覧は、別紙をご確認ください。 

  ６月１６日（火）  予備日（七北田，川内，泉の各コート） 

  ６月１７日（水）  予備日（七北田，川内の各コート） 

    ※当日の天候や進行の状況により，会場変更もあります。 

３ 競技規則  最新版 「ソフトテニスルールブック」 (財)日本ソフトテニス連盟に準ずる。 

４ 大会規則 

 （１）競技方法 

     ①団体戦 

     ・１ 団体戦においては，ベンチにはいれるのは選手８名以内と，当該校（チーム）１名か部活動指

導員，校長から承認を受けた外部指導者に限る。 

        ・２ 選手４～８名，監督１名で１チームを編成する。なお，選手が６名に満たない場合は，「メンバー

      に欠員が生じた場合」（大会運営規則第３章第９条 2(２)）を適用する。 

        ・３ ト－ナメント方式による団体戦点取り方式とする。 

     ②個人戦  

       ・１ 個人戦のエントリ－は，１校（チーム）７ペア までとする。 

       ・２ ト－ナメント方式で行う。代表決定は，代表決定戦の敗者により敗者復活戦を行う。 

     ③ゲーム数      ７回ゲーム 

     ④使 用 球   以下の表のとおりとする。 

年度（R） 団体戦 男子個人戦 女子個人戦 

7 アカエム KENKO KENKO 

8 

（今年度） 
ダンロップ KENKO アカエム 

9 アカエム ダンロップ KENKO 

10 KENKO アカエム ダンロップ 

＊ 全国中学大会使用球に合わせた。 



     ⑤当日の天候や進行の状況により，日程及び競技方法，ゲーム数を変更する場合もある。 

 （２）申込方法                                                       

     ①５月 ７日（木）までに，所定の用紙で，以下の各ブロック責任者校へデータを C4th または E-mailで 

送信する。職印（代表者）また，同時に校長職印を押印した申込書を FAXで送信する。または，職印

（代表者印）を押印した申込書等を PDF化（フルカラー300dpi以上に限る）したデータを C4th または

E‐mailで送信しても構わない。    

ブロック名 ブロック長校 ブロック長氏名 電話番号 FAX番号 

男子 A 向陽台 女川貴広 ３７４－０３１１ ３７４－０３７３ 

男子 B 八木山 小泉伶太 ２２９－３１４４ ３０５－１２６２ 

男子 C 中野 葛西浩平 ２５９－２０２０ ２５９－２５９３ 

男子 D 高砂 髙橋涼 ２５８－００３８ ２５８－９６４９ 

男子 E 蒲町 藤田翔 ２８５－６５２１ ２９４－１３６２ 

女子 A 白百合 齋藤祥経 ７７７－５７７７ ７７７－３５５５ 

女子 B 沖野 湊梨乃 ２８５－６５０１ ２９４－１３５６ 

女子 C 中田 八木澤優月 ２４１－１４６１ ３０６－１６８６ 

女子 D 向陽台 鎌田奈菜 ３７４－０３１１ ３７４－０３７３ 

女子 E 五城 千葉翔平 ２３４－０４５１ ３０１－９６３８ 

 

     ②合わせて５月１３日（水）抽選会当日までに校長職印を押印した申込書原本を，委員長へ提出。 

    (メール便，郵送，当日渡し可)       中野中学校  葛西 浩平 まで 

 （３）競技上の注意規則                                  

  ①競技は，３項及び本大会要項ならびに抽選会申し合わせ事項に従って行う。 

  ②コート割り及び進行は別表の通りとするが，本部の判断で変更することがあるので，本部からの放送に 

は十分注意すること。 

    ③団体戦および個人戦の選手変更は認める。団体戦は団体戦開始日の受付時に，個人戦は個人戦開 

始日の受付時に，変更理由を書面で当該校顧問が提出すること。選手変更届は本部にある。 

但し，個人戦については，申し込みの１組が２人とも支障ある時には変更は認めない。また，個人戦に 

おいてのエントリ－選手の差し替えは認めない。     

  ④団体戦，個人戦ともに，番号の小さいチームのベンチが基本的に北側とする。 

   ⑤団体戦について 

        ・１ ３ペアの点取り法とし，２点を得たチームを勝ちとするが，１回戦およびどちらかのチームが

初 

戦の場合は３マッチ全て行う。 

        ・２ オーダーは対戦校が決まり次第，本部進行係に監督が封筒に入れて提出すること。 

       （１回戦は，放送で連絡します。封筒は運営が準備をします。） 

     ・３ サービス(レシーブ)とサイドの決定は，３ペアの対戦ごとにコートで行う。 

        ・４ 異議の申し立てはプレーヤー，監督ともにできない。ただし，マッチの支障とならないように



プ 

レーヤー，監督ともにアンパイア（審判）に質問をすることができる。 

       ☆監督は，教育的立場に立って，審判の生徒に適切な判断の仕方をアドバイスする。 

        ・５ 選手が６名に満たない学校の対戦は，別に定める規定に基づいて試合を行う。 

   ⑥個人戦について 

        ・１ 試合前の呼び出しは原則として行わないので，次の試合の選手は必ずベンチに控えること。 

       （やむを得ず棄権にする場合もあります。） 

        ・２ 異議の申し立てはプレーヤー，監督ともにできない。ただし，プレーヤーのみ，マッチの支障 

とならないようにアンパイア（審判）に質問をすることができる。 

       ☆監督は，教育的立場に立って，審判の生徒に適切な判断の仕方をアドバイスする。 

   ⑦審判について 

        ・１ 団体戦の初戦は指定された学校で，顧問の指導のもと審判を行う。その後は敗者審判とし，

       本部の指示で行う。 

        ・２ 個人戦の初日は全て勝者審判とし，２日目は敗者審判とする。 

   ⑧監督・コーチについて 

        ・１ 団体戦，個人戦ともに監督(当該校教員，当該チーム責任者・部活動指導員)･外部コーチの

いずれか１人のベンチ入りを認める。外部コーチがベンチ入りする場合は引率責任者が必

ずそのベンチの近くに待機すること。 

        ・２ マッチ内の選手へのコーチは，サイドチェンジおよびファイナルゲームに入る前のインター

バ 

ル１分以内とし，監督・外部コーチが所定のベンチで行う。 

⑨ 服装について 

・１ ユニフォームについては，（公財）日本ソフトテニス連盟の着用基準を満たしたも

のとする。ただし，学校指定の体操服は可とする。 

＊  企業名、商標のロゴ等は２６㎠以内のものを、各製品それぞれ２箇所以内の表示とす

る。ただし、シューズについては箇所の制限をしない。 

＊ 競技中，シャツの袖をまくったり、ズボンを下げて履いたりしない。 

＊ ユニフォームやキャップ・サンバイザーな

どは、文言や記号を後から記入もしくは印

刷したり、リボンやワッペンなどの装飾を

付けたりして使用してはいけない。ただし、

端の部分に小さく「チーム名・名前」を記

入してもよい。 

   ・２ ゼッケン(県名・校名・氏名)は３段階

      表記のものを背中につける。 

・３ ソックスの長さについては，ハイ・ルー 

ズソックスは認めない。 

・４ 靴は選手・監督ともにテニスシューズを 

使用すること。ただし、靴や靴紐などを意図的に色違いにしない。 

・５ 蛍光色の鉢巻や文字記入は認めない。 

・６ アンダーシャツやサポーター，キネシオ，テーピングを使用する場合は，その色は，白か黒， 

ベージュの単色とする。なお，アンダーシャツやスパッツを同時に着用する場合は，上下同

色 

とする。 

・７ 選手の腕などへのペイント・文字の書き込み、磁気ネックレス、装飾品（ミサンガなど）、腕時

計 

の使用は禁止する。 

・８ 特別な医療用具を使用するときには、所定の「医療用具使用届」に必要事項を記入し、受付 

    ◆  
  サイズ  Ｂ５ (18×26cm)程度  
  
 県   名→  
 
  氏  名→  
  学校名→  

 

 
宮   城   

葛西浩 
中野中  

 

 
1/4 
 
2/1 
1/4 

 

 *同姓がいる場合 ,名前の一部を入れる 
 *学校名に「中」をつける。  



時に提出すること。 

⑩ 外部コーチについて 

          ･ 「外部コーチ」別途申し合わせ事項により，校長の承認した者で，日常の学校部活動の指導に 

当たっている者 

         ・ 「校外コーチ」クラブ，道場などの指導者に当たっている者。 

         ・ 「外部コーチ」については，前述のとおりベンチ入りを認めるが，「校外コーチ」については，一 

切ベンチ入りを認めない。 

   ※登録できる外部コーチの人数は，団体戦，個人戦ともに制限をしないが，試合に際して入れる 

のは１名であり，⑧ｰ 1に従う。 

   ⑪部活動指導員について 

       ・部活動指導員は教育委員会設置要項のもと，以下の条件を満たしてなければならない。 

        (１)満２０歳以上であること。 

        (２)主催者からの要望があった場合，大会運営に協力する姿勢があること。 

        (３)中学校体育連盟の主催する研修会を受講していること。 

        (４)次のいずれかに当てはまる者とする。 

          ア 教育職員免許法に基づく免許を有する者。 

          イ 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導資格を有する者。 

          ウ 競技の専門性と学校教育に関する理解を有し，適切な指導を行うことのできる者。 

             ※1 ここでいう「部活動指導員」は，学校教育法施行規則第７８条の２に示されている者   

               であり，学校設置者により任用されている者をいう。 

 （４）その他 

①  ブロック抽選について 

（１） 団体戦のシードポイント合計１位～１０位までを１～５ブロックに分ける。このときのシードポイン

ト対象大会は市新人・県新人・市春季大会である。 

（２） （１）のブロックの分け方は次のとおりとする。 

A ブロック（１位・１０位），B ブロック（２位・９位），C ブロック（３位・８位），D ブロック（４位・７位），

Eブロック（５位・６位） 

（３） シードポイントが同ポイントで並んだ場合，抽選をして決定する。 

（４） １０位のシードポイントが並んだ場合，抽選を行う。抽選に漏れた学校は一般抽選を行う。 

（５） シード校以外の一般抽選を行い，男女それぞれ５ブロックに分ける。 

（６） 個人のブロックは団体のブロックに準ずる。 

（７） ４月の専門部総会時点で団体戦を行うことが確定できない学校は，団体戦の各ブロック出場

校数の調整のため，最後に抽選を行う。 

   ➁ 県大会出場枠 

（１） 仙台市の県中総体出場枠数は，以下の表のとおりである。 

市全体 団体 個人  ブロック毎 団体 個人 

男子 １１ ２３ 男子 ２ ４ 

女子 １２ ２５ 女子 ２ ５ 

⚫ 余り枠については、以下のように割り当てる。 

男子団体（余り枠１） 個人シードポイントの合計１位のブロックに＋１ 

男子個人（余り枠３） 個人シードポイント上位３ペアの属するブロックに＋１ 

ただし，すでに県の特別枠または市の余り枠を得ている場合は

順次繰り下げる。 

女子団体（余り枠２） 個人シードポイントの合計１位，２位のブロックに＋１ 

⚫ シードポイントの対象大会は中体連主催・共催事業の大会（市新人・県新人・市春季・小島

杯）である。 

⚫ （２）の県中総体特別枠に該当するブロックがあった場合，順次繰り下げる。 



        （２）県中総体特別枠について 

 別に定められた県中総体要項の規定に基づき，仙台市として団体戦の出場校数，個人戦のペア`

数が定められている。さらに以下の特別枠規定にしたがって出場する学校，ペアを合わせて仙台市

の県大会出場枠とする。県専門部総会を経て決定します。 

       ＊個人の県シードポイント上位２ペアの属するブロックに個人枠＋１ 

           ＊個人の県シードポイントの合計１位のブロックに団体枠＋１ 

      

 

    

③ ソフトテニス競技開会式は，団体戦，個人戦合わせて第１日目に行う。 

      ④ 応援については，テニスコートでの応援はテニス部員に限る。              

          ・１ ファインプレ－時の拍手の奨励。 

         ・２ インプレ－中の声援の禁止。 

         ・３ プレ－ヤ－・審判に対するヤジの禁止。 

    ⑤ 各校で部員に下記のことを指導すること。 

         ・１ 各自のゴミは持ち帰ること。(ゴミ袋持参・指定ゴミ袋購入) 

          ・２ 歩きながらの飲食は，一切禁止であること。 

         ・３ トイレを上手に使用すること。 

      ⑥ 応援保護者への声がけ及び駐車券の発行  

            ・１ 車は指定の駐車場に駐車すること。係員の指示に協力すること。 

            ・２ 応援は指定された場所で行うこと。 

            ・３ 差し入れのゴミの持ち帰り。 

            ・４ 大会開場によっては，駐車券を発行し，駐車できる台数を制限することがある。 

 （５）表彰規定 

            ・１ 団体戦の表彰は男女とも３位(ベスト４・県大会出場の可否にかかわらず)までとする。 

            ・２ 個人戦表彰は男女とも５位(ベスト８・県大会出場の可否にかかわらず)までとする。 

 

 

～～～～～～ 応援・その他補足  ～～～～～         

     ①応援について 

     ・インプレー中（審判のカウントのコール後ポイントの決定まで）の声援禁止の徹底をしてください。 

   ②荒天時の連絡について 

         ・各ブロック長に問い合わせをすることができる。 

     ③４.(３)③※について  

     ・各ブロック長に相談のこと 

   ④駐車場について，各会場で異なるので，抽選会で各ブロック長に確認すること。 

＊ 川内コートの駐車場は大会役員，緊急車両用に大部分を使用します。 

     ＊ 泉庭球場は，他の競技と合同での利用となり，駐車券が発行されます。 

＊ 宮城庭球場，七北田庭球場の駐車場は，駐車可能台数が少ないため，駐車券を発行します。保

護者の方のご利用はできません。 

     他の競技会場利用者（陸上競技場，プール，サッカー場，弓道場，武道場，体育館等）と協力し， 

     トラブルがないように心掛けてください。 

     ⑤試合に支障のある選手のケガ，体調の変化があった場合には速やかに大会本部に知らせること。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

外部コーチに関する申し合わせ事項  

                                                 仙台市中体連ソフトテニス部会 

                         （宮城県中体連ソフトテニス部会に準ずる） 

 

１ 資格 

 ア）前提条件 

   外部コーチとしての大会参加を登録するためには，「当該校長が，人格，指導面において優れている

と  認めた成人であり，学校の教育方針に基づき顧問教師の指導計画に従い，顧問教師と協力して日頃 

から継続して指導に当たっている」という条件を満たしていることが必要である。 

 

 イ）大会参加条件 

①成人・・・２０歳以上の社会人，大学生（短大・専門学校生を含む）。 

②複数の学校での指導者，外部コーチとしての申請およびベンチ入りはできない。 

③中学校の教員・職員は所属校以外の外部コーチとしては認められない。 

④（財）日本ソフトテニス連盟の公認審判員の２級以上の資格を持っていることが望ましい。 

 

２ 申請 

  ア）外部コーチを申請しようとする学校の校長は，上記の「 1 資格」を満たしているか判定する。 

  イ）当該校の校長は，外部コーチ確認書（校長承認書）を作成し，大会事務局に提出する。 

 

３ 活動の制限 

  ア）外部コーチは引率教員のもとで行動するものとし，教育的な指導の範囲を超えた選手への指導をし

な   い。 

   イ）コートのベンチ入りに関しては，当該校の教員，外部コートのいずれか１人とし，外部コーチがベンチ

入りする場合は，引率責任者は必ずそのベンチ近くに待機する。 

   ウ）大会開催中，外部コーチは監督代行として，大会要項・大会出場規定などに従い，大会運営に協力

する。 

 

４ 費用，安全や傷害に関する保証 

   外部コーチの旅費など，諸費用一切および外部コーチの安全や傷害に関する保証の一切について

は，  当該校の校長の責任において行うものとする。 

 

５ 資格の取り消し 

   大会会長あるいは，競技委員長は，外部指導者に次のようなことがあった場合に，当該校の校長に連 

絡し，資格を取り消す。その場合直ちに引率教員が監督を行うようにする。 

    ①資格違反 

   ②大会要項，大会出場規定などへの規則違反 

   ③大会運営への不協力 

   ④不適切な言動など 

 

  ＊ 外部指導者登録書は，大会申込書と一緒になっています。大会参加申込書のページから 

   ダウンロードしてください。 


